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HITAC E-800システム(エンハンス)
HITAC E-800システム(図1)は,

分散処里1もを中心とし,多様化するコン

ピュータアプリケーションに対処する

ために開発した計算概システムで,発

表以来多くのユーザ【に利用されてい

る｡今回,分散処理ネットワークとし

てホストシステムでの集中管理機能を

中心に,エンハンスを実施Lたので紹

介する｡

1.エンハンス内容

(1)VOS3(Virtualstorage Oper-

ating System 3)をホストシステムと

する階層形分散処理ネットワーークを支

揺するプログラムとLて,分散システ

ム管理プログラムDISM/D(Distribut-

ed System Manager/Distributed)

ヒ,ホストコマンド制御プログラム

HCCF/D(Host Command ControI

Facility/Distributed)をサポートする｡

DISM/DはVOS3のDISM/H(Host)と

連携して,分散機(E-800)のプログラ

ム,ジョブ,データなどをホストシステ

ムで駐中管理する｡HCCF/DはVOS3

のHCCF/H(Host)と連携し,ホストシ

ステムから分散機(E-800)を拙作可能

だ℡ヨ■

図I HITAC E-800/6システ

ム

とする｡

(2)上牧発表のHITAC E-800/5,E-800/

+7に川1えて,オフィスに設iif工するのに

適した一一体形きょう体モデルHITAC E-

800/4,E-800/6をサポートする｡HITAC

E-800/4,E-800/6は,各々高さが70cm,

125c一山のきょう体に,中央処月王装吊,フ

ロッピーディスク装詳こ及び磁1(ディスク

装描こを収納でき,コンパクトな配iピ圭が

可能である｡

(3)HITAC E-800/5,E-800/6及び

E-800/7(乃上記伯谷違を最大4Mバイ

トに拡張する｡

(4)スタンドアロン水一中形磁1もテープ

裳‾iFHlOOips:ストリーミングモート)

及びMイ ンタフェースチャネル経け1の

岳速磁乞もテープ装置(125ips)をサポー

トする｡

(5)生産管王型端末及びHITAC L-320/

30H,50Hcり接続をサポートする｡

(6)HITAC E-800/7に接続する■T一三j速

演算機構の作能を】rり上し,32ビット浮

動′ト数∴lりJLJ減算(レジスターレジスタl弼)

1.0/ノS,ト可乗算1.6/JSとする｡

(日立製作所 コンビュ】タ事業本部)

VOS3ライブラリ管理システム"LtME”

VOS3(Virtualstorage Oper-

ating System 3)ライブラリ管理シス

テム"LIME''(Library Management

and Editing System)は,ソースプ

ログラムライブラリの集中的な管坪に

よるプログラム開発･イ米守の効‾ヰく化を

目的とLたプログラムプロダクトであ

る｡従来の区分データセットに代わる

新形式のライブラリを採川しており,

DASD(Direct Access Device)スペ

ース量の削i成,ライブラリの同時性絹

などを可能にしている｡ソースプログ

ラムライブラリ を利用しているすべて

の分軒で幅Jょく利用できる｡

1.主な特長

(1)無効樋i戎が発生しないライブラリ

構造,データの圧縮格納により,DA

SDス.ペース効率が大幅に向卜する｡,

(2)同一ライブラリへの同時出プJか可

能であり,複数のユーザーがライブラ

リをl司暗に使用できる｡

(3)プログラム開発･保守の支授デ【タ

となる管理情報,統計情報を収集する｡

M丘ご′正孝イ､葬

メンバの作成･更新

DESP

メンバの作成･更新

言語プロセッサ

ソースプログラムのコンパイル

LIME

ライブラリ

注:⊂ヨ箇所は▼いMEとLて提供される部分
図I LIMEのプログラム構成と主な機能

(4)トJ一ライブラリ内でメンバ中位の

世代甘稗が可能である｡

(5)DESごP.(DisplayEditorforStruc-

tured Programming)による画【如編集

が可能である｡また､専用エディ タ

(LIMEエディ タ)によりバッチでの編

集が可能である｡

(6)現行のし大分データセットを利用し

ライブラリの初期化

バックアップ,リストア

アーカイブ

メンバ複写･削除･リネーム

管理情報印刷

グループ処王里

ライフうり移行

世代の作成･凍結

ユーザー70ログラム

管理情報･メンバの入力

たソースライブラリからの移行が谷易

である｡

2.プログラム構成と主な機能

プログラム構成と主な機能を図lに

ホす｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)
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電子計算機二重運用管理システム"HOPSSII”電子計算機室運

VOS2(Virtual-StOrage Operating

System2)/VOS3HOPSSII(Hitachi

Operation Support SystemII)は,

人手で行なっていた電‾r･計算機の連用

管理作業を機寸戒化することを可能にす

るとともに,オペレ【タ及び運用抑当

者の作業負荷の軽減,オペレーションミ

スの防止,電子計算機資音塘の有効活用

を実現するソフトウェアシステムである｡

1.主な特長

(1)連用管理作業の効率化･高信頼化

(a) 自動業務スケジュ【リング

個々の業務を処j聾すべき[†付と時

刻を,あらかじめシステム内の磁気

ディスクに登録しておくことにより,

電子計算機の業務処理スケジュール

表を作成する｡

(b) ジョブの自動起動

既にスケジュールされている順序

に従って,自動的にジョブを実行する｡

(C)入力データの至り着管理
各ジョブが必要とする入力データの

到着をチェックし,ジョブを†実行する｡

(2)運肝情報の-一一元管理

各プログラムで使用するデータと入

出力媒体を一元管理することにより,

使用状i見などの管理帳票の随時作

成,及び安全な管理ができる｡ま

た,電了一計算機使用時r召】や各業務

の実行状況を随時知ることができる｡

(3)システム障害に対処可能

システム博吉の発生に対し,連

用管理情報をシステム障害発生前

の斗犬態に復‾止したり,異常終了し

たジョブをタイプ操作入力により,

再実行できる｡

(4)移行の答易性

各顧客の使用形態(電子計算機

の記憶谷量,実行するジョブ数な

ど)に合った効率の良いシステム

を構築できる｡また,既存のJCL

(Job ControILangu昭e:ジョフ､

制御言語)を簡単にHOPSSIIに

登録できる｡

2.HOPSSIIによる運用管理
作業のi充れ

図1に示すように,HOPSSII

の各機能が有機的に結介して,電

了一計算機の運用管理作業を効率良

く,かつ信頼度の高い作業にする

ことができる｡

(日立製作所 コンヒュ一夕事業本部)
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図I HOPSSIIによる運用管理作業の;売れ
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■小特集 電線･ケーブル

東京電力株式会社城北線洞道内布設275kV強制水冷OFケ【7､■ル線路の

建設

500kV CVケ【ブルの基礎技術

500kV低インダクタンス送電線の開発

新しい可とう耐熱難燃性絶縁電線の開発

新交通システムの"ALSUS''複合剛体トロリの適用

長波良帯光フ7イパケーブルの伝達特性

光データセット(光モデム)の開発

市内PECケー70ルの諸特性

UHFテレビジョン放送用広帯域アンテナ

■一般論文

HITAC M-280H処理装置の開発

HITAC M-240H処理装置の開発

HITAC M-280H,M-240Hサポートソフ トウェア

141MWコンバインドサイクル用人容量オIスタービン

水車軸受冷却への回転ヒlトパイプの応用

マイクロ波応用高精度スピードセンサ

日 立 Vol.

グ ラ フ
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コンピュータで染色管理

福岡市地下鉄

熟■交換技術

健康器具
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気ポット

ソトレコーダー ジャ【式電

電子レンジ カラーテレビ

錦帯橋

古代オリエント博物館
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